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　号 Iipase 　A1 の 絨 毛 組 織 における存 在 様 式，特に lys

om と の 関 連 において ， 酵素源をpretease （trypsin ，　 chy

t− rypsin，　 pronase ？丿 papain ）および detergents （Trito

@X− 100 ，cetyltrimethyl 　ammonum 　Bromide ）と，

それぞれ preincubatien を 行 な
つ てみたが，　Tr 正ton 　 X −

0 によ る 分 解率の 若f の亢進以外 ，酵素 活性 の 著明

変化 は 認 め

れなかつた． 　Phespholipase 　 A1 活 性と 臨 床 所 見と

関係では， 妊娠 中 期 胎盤の酵素活 性 に比 し，妊娠 初

お よ び 末 期 胎盤 に おい てや や

い分
解率を示 した． 　 一方 ， 満 期 自 然分娩例 の胎盤

おける酵素活性と 新 生 児体 重，胎盤 重量 ， 胎 盤胎 児

とを 検 討 し たが ， 特 別 な 関 係は 認められな か つ た ．

れ ら の 臨床的意義 について は，なお 症例を増し ， ま

中毒 症 などの 異常 分 娩例を

併せて検 討の 予 定 で あ る ． 　61 ．妊孕現象にお ける血 清 es

re

　isozy 皿 e

動 態 　　 　（大阪市大 ） 　 　 　　　　　

田　文夫， 荻 田 　 掌雄， ○ 川合謙 造 　 妊 孕 現象に お

る代 謝の 調 節 を 分子 レ ベ ル で 解 明せ ん とす る 試みは

く
な
されている．これら代謝の調節方式 b− M，　 allosteric 　regulatien ，　gene　cont

l，hormonal 　regula − tion お よ び nervou

@contrGl などによる 調節が考 えら れ ， 酵素

白 の 量 的質 的変 化は ， 生 理 的環 境 条件 の変 動

ﾉ 刻応 し て ， 合目 的 に説 明 され ねば な らな い． 　今回 ，相互に 深い

係をも つ 毋 児の 血清esterase 　
is ・ − zy

の 面から研 究追 跡 し 得 た成果の 一 都 を 報 告 する． 　

方 法）寒天ゲル薄層電気泳動法を用
い ，基 質 はβ 一 naphthyl 　acetate ，発

は Fast 　Blue　RR　 saltJ ｝⊆質特異 性は，pH 　 ind

ator 法お よ び阻害実験1・c 　 ／．り
決
定した． 　 （成績）血清esterase

pre− albumin （Est．1 − 2 ），　al − burnin （ Est ．3 ），　
p

しalbumin （Est ・ 4 ） および α一 βgl ・ − b・Tlin

Est ． 5 ） に 分離検出し た ，毋児 の 問にEst ・ 1 − 4

ﾌ活性度お よ び Est ．5 の易動 度 に 顕著な 変 化 を認めた．

st ． 5 に つ い て さらに説 明する と臍帯血中のEst ・5 は 毋体血

比し て易動度少な く ， migration 　rate で は ，臍 帯

0 ．364 に対 して， iu ，体 血O ． 422 であつた．

婦血 清 は月 数 と と もに非 妊時に 比して易 動 度が増

し， 分娩後
減

少 す る。 新 生児 では生 後 経 日 的 に易 動度が増し

同 時にEst ． 1 − 4の活性の
増
加も窺われて き た．　 Est ． 5 の基 質 特

性は ’ acetylC ］ ・ iOline に特異 的 で，　eSeri

で 阻 害される．免疫学 的に も Est ・1 　 ． ・1 と Est

5 と は交 差反応せ
ず，r ・ ｝lj 者は 違 つた遺伝∫ 支 配を受

て おり ， した が つ て Est ．1 ． ・ 4 の

性の増減とEst ・ 5 の易動度 の 変 化は無 関係であ

こ と が 明ら か で あ る ． 　 生 体 環 境 の 変 動 に よ り ，酵

蛋白質の構 造 に 質 的 変化 をおこ さ せ る 囚子について

々 のホル モ ンにつ い て 検討 し， 甲状 腺ホル モソ との

連 を見 い 出し た が， 現 段 階で は直 接的 に 関与 する

ど 5 かは結論しえず， 血中の脂質 の変動 と もかみ

わ せて 考慮せ ねぽなら な い と思 う． 　質問　　　　
　
　　（大阪愛染橋病院）木下　 亀

　1 ． Isozyrne を

離され Trybutrin ， 　 Acetylch 。1i

な どの 阻

の阻害 定数はいか が． 　 阻 害 と エ ス テ ラ…ゼ 活性の

値 （ミ カ ＝ リス定 数） と の 関 係 は ？ 　 2 ． 甲 状

機 能 と

関係でサイ卩キシンが結合して， そういつた結果

出 たの か また はそ の 他 の 効 果 に よるも の か ．

答 弁　 　　 　　　 　 　 　 　 （大阪市 大 ）川合　謙 造 　1．基質

対する Km値は，多 数 の報
告があるので われわ れ は測定してい ない ．　しかし

Es

D5 はeserinesensitive で 10 ’sM 　eser

e で 阻害 を受ける．　Est ． 1 − 4 は， 10 ’ 3M 　 cse

neで も 30 ％ 程度の阻害 し か受げ な い． またpH 　

dicator 法で も基 質特 異性 が 明ら かで あ る ．

@2 ．妊 娠個体Est ．5 の 易動 度 の 変 化 時 ，電気 泳 動板 上

陰 イ オンの増加 という こと が 判 り ，その理由とし て

直接 thyroxine ある い は それ に 関係す る 物 質 が

合 して ，易動 度 の変 化に現 わ れ た こ

と は，現在考 えてお ら ず ， 二次 的に 脂

代謝ま たは電解質の変動

介して， 甲状腺
機能と 関連をもつ と考 えている．

　62 ．妊娠と糖尿病について（第3 報 ） 　　　

国立京都病院） 　　　　　○杉由

一，　赤澤 　 好 温，　永田　弘治 　　　 　 　 　長谷

美 知子， 口
高　敏男

， 田 村　 博昭 　 　　　　　 清 水 　 　

， 鳥浜 　 慶熈 　糖尿病 妊婦で は 異常児出 生 や流早死

をみ る こ と が 多 い．原 因の 一 ．．・つ として胎盤 機 能 の

題が 論ぜ られて い る ． 私どもの糖尿病産婦 の 胎 盤で

梗塞 ，石 灰 沈 着 ， 高 重 量の も の が比 較 的 多く み ら れ

．糖 尿病 と． r 虹中 FFA と の 関 連 が論 ぜ ら れ てい る

，糖尿 病 妊 褥婦のGTT の 際の 血 糖と FFA の 推移

検討 した．いずれも 産 褥 で 改 蒜する 傾向 が み ら れ た．1血 中

H の検 索 では，従来の 報 告 のごとく 膀帯 血中値 が 毋体

脈 血 中値より高 値を示 し た ．lkL ［ DIRI の 検

では，
帝
切群 に お い て 臍 帯 ⊥血 IRI は 母 体静脈皿 11RI に
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し有意 に 高い 成績 を 示 し た ． これ らの 事実は 胎児膵の

InsuHn分泌能を表わ す と ともに，糖尿病妊婦 に お け る H

PL その 他諸種の Insulin拮抗性 ホ ル モ ソ，　 F　F　A など

Insulin阻害物質の 増加を 推 測 させ る も の で あ る ．糖尿

病妊褥婦 で GTT を施行 し ， 血 中 IRI ，　 HGH の 消

長 を み る と，高値傾向 と遅延反応 が み られ ， い ずれ も産

褥で は軽減して い る ．血中HPL に つ い て み る と ， 妊 娠

週数の 経過とともに そ の 血 中濃度 は 増加す るが，分娩後

は 血 中 よ り急速 に 消失 して い る．糖尿病妊婦 と妊娠糖尿

妊婦 に GTT を 行 な い ，そ れぞれ経時的 に 血糖， 血 中F

FA ，
　 IRI

♪
HGH ，　 HPL の 推移 を み る と ， 妊 娠 末

期 に お け るそ れぞれ の場合 の 複雑な内分泌動態 の 変化が

うか が わ れ た ．妊 娠 とい う新 し い メ カ ニ ズ ム に よ っ て 全

身 の 代謝機構に は複雑な変化 が 生ずる ．糖質，脂質代謝

と特に 密接な 関連 を有する 糖尿病とい う分野 に しぼつ

て み て も，妊 娠時 に は 胎盤 とい う 非妊 時 に は み られ ぬ

factorが複雑 に 関与 して い る ．そ の 代謝機構 の 詳細 に つ

い て ，今後さ らに 検討を加えて ゆ く予定で あ る．

　 質問　　　　　　　d　　　 （神戸大）望月　真人

　糖尿病妊婦の HPL 値は，正常妊掃 の それ と変化が み

ら れ ま せ ん が ， 毋 体血 中 の イ ン ス リ ソ 値が正常妊婦 と違

つ て 増加 し て い まぜ ん ．糖尿病妊婦で は 且 PL の 変動 よ

り血中イ ソ ス リ ソ の 変動 の 方 が 重要 だ と思 い ます．

　 ま た，外来 で しば しば 経験 され る一
過性糖尿を 示す患

者 で は HPL 値 は しば し ば 高値を 示 す も の が あ ります．

も し こ の よ うな 症例を検討 され て い ま し た ら教示 さ れ た

い ．

　答弁　　　　　　　　（国 立 京都病院）杉山　陽一

　妊婦糖尿婦人 に つ い て の HPL に つ い て は 現在 デ…
タ

は未整 理 で ，そ の 成績 に つ い て は検討中 で あ る．い ずれ

成績が 判明次第発表す る 予定で あ る．

　 63，0xytecin の 妊娠子宮 （筋）糖代謝 に及 ぼ す
’
影響

　　　　 （奈良県 立 医大）○斉藤　守重 ， 井上　慶三

　　　　　　　　　　　　　小西　公巳 ，高橋　義浩

　 目的 ：

　 妊娠 お よ び estrogen
，
　prQgestogen投与子宮 の 糖代謝 に

つ い て 報告を 重 ね て 来 た が，内因性 ス テ P イ ドに よ り糖

代謝， 特に 解糖活性が 亢進 して い る 妊娠子宮 （筋） に

oxytocin が作用 した場合の 糖代謝 の 様相を検討 し よ うと

した ．

　 方法 ：

　 妊娠各期 の ラ ッ ト子宮筋，ある い は ヒ ト子宮筋，お よ

び 雌性 ラ ッ i・横隔膜 を in　 vitro で glucose−6−
uC

，
　glucose一

1−1℃ あ るい は pyruvate
−3−14C を含 む mediurn に 各種

oxytocics お よび insulinを 加 え て incubate し ，そ れぞ

れ の
14C

の CO2
，
　total　lipid へ の incorporationへ の 影

響 を 観察 し た ．

　成績 な らび に 結論 ：

　1） 妊娠各期 ラ ッ ト子宮筋 の glucose−6−14C ，
　pyruvate−

3・14C よ りの
14CO2

　yield は oxytocin 添加 に よ り， そ

れぞれ 160％， 207％ と増加 し，
こ の oxytocin 効果 は

妊娠第 15〜16日以後著明で あっ た ．glucose−1・
14C

で は促

進効果 は 殆 ん ど認 め なか つ た ．lipidへ の
14C

の inCQr・

porationは 抑制 さ れ た ．

　2）　ヒ ト子宮筋に お い て は 非妊子宮で oxytecin の 効

果 は 認 め られず，10ヵ 月子宮 で gluc ・ se−6−’ dC
，
　pyruvate−

3−］4C よ りの CO2　yield の 増加が 認め られた ．　 と くに

pyruvate よ りの CO2 　yieldが 大 で ，
　 T　C　A サ イ ク ル の

関・与が うか が わ れ 分娩時 の エ ネ ル ギー産生 に 好都合 と考

え られ る ．

　3）　 こ の CO2 　yieldを diaphrag  を 用 い て 検討す る

と insulinお よび oxytocin に よつ て と もに 上昇した が
，

oxytocin の 作用 は 妊娠末期子宮で の 成績 と比較 し て

gluc。 se よ りの CO2 　y童eld が 大 で あつ た ．

　 4）　 こ れら 効果 の い ず れ もが 子宮に お い て も dia−

phragm に お い て も Cゴ と epinephrine の 影響を うけ た 、

　 5） insulinは 妊娠末期子宮 の CO
、
　yield を た か め な

か つ た ．

　 6） Desamino −dicarba・oxytocin は 妊娠末”UT・宮筋 に お

い て CO 、
　yieldを 増加 した が，　 diaphragm で は 効果 を

持た ず ， 他 の 収縮剤 （Sparteine　 sulfate ，　 mcthylergeno ・

vine ） で は 妊 娠子宮，　 diaphragm と も に CO ，　yield の 増

加をもたらさ なか つ た．し たが つ て一
元的 に 子宮収縮と

は結 び つ か ない ．　　　　　　　　　　　　 ，

　 64．母 児 相 関 よ りみ た 妊娠時の 糖質代謝調 節 に 関 す る

酵緊擘的研 究

　　　　（冂本大 ）

　　　　　　○関　左 右治，岩崎良太郎，岡 野 　忠男

　　　　　　　高木　繁夫，福井　靖典

　　　　（中外製薬研究所）　 西井　易穂

　 意義，妊 娠 ラ ッ トの 糖質代謝調節 に つ い て
， そ の 特異

性お よび 飼育環境 の 影響を酵素学的な面 よ り明 らか に し

た ，

　 成 績，P］，体血 糖値，肝 グ リ コ ーゲ ン 量 は 妊娠経過 に し

た が い 減少傾向に あ り， こ れ に
一致して糖新生 系鍵酵素

（G−6−Pase，　FDPase ，　SDH ）も抑制状態 に あつ た の に 対

し て ，解糖系鍵酵素 PFK 活性，五 炭糖系鍵酵素 G−6一
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